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中世マンスフェルト伯領における
ヘルフタ修道院
―カルテュレールに見る女子修道院と創設家門―

Helfta in the Medieval Mansfeld: The Relationship between 
Female Monastery and Its Patron Based on Codex Helfta

三　浦　麻　美
要 旨

　本稿は中世ザクセン，マンスフェルト伯領における修道院の史料を整理・分
析し，伯と修道院の関係性に関する考察を通じ，13～16世紀の女子修道院と貴
族家門の霊性を明らかにする。12世紀にドイツの貴族家門が所領と家修道院を
中心に発展する中，遅れて13世紀に修道院を創設した伯はどのようにして家門
の歴史を形成したのだろうか。『マンスフェルト伯領修道院証書集』の分析で判
明した10修道院のうち，伯が創設したシトー会女子修道院であるヘルフタは特
に頻繁な所領や貨幣の寄進を受けた。さらに，同修道院のカルテュレールを再
現してヘルフタの歴史認識を明らかにし，修道女たちが寄進の対価として一族
の故人のために捧げる祈祷をアイデンティティの中心に置いていたことを指摘
する。この関係は伯家もしくはヘルフタが危機に陥るたびに更新され，修道院
改革とヘルフタのベネディクト会への転属を超えて継続し，死者を中心とした
霊性の ₁つのあり方を示している。
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₁ ．は じ め に

　本稿は，中世ザクセン，マンスフェルト伯領における修道院の史料を整

理・分析し，伯と修道院がどのように関係を維持したかを具体的に示し，

中世後期の修道院における貴族家門との関係性が霊性に与えた影響を明ら

かにする。

　10～15世紀頃のヨーロッパでキリスト教が果たした役割は，宗教的なも

のにとどまらない。ローマ教会の長として教皇は皇帝と政治闘争を繰り返

し，同様の教会と世俗権力の衝突は各地で見られる。その他に，特定の戒

律を守って共同生活を送る修道院が地域社会との密な交流を通じて経済的・

社会的に大きな影響力を維持したことは，すでに多くの研究が明らかにし

てきた1）。ドイツでは11世紀頃に貴族家門が家領を基盤に領域支配を確立

し始め，その中で修道院は一族の墓所として歴史を蓄積する役割を担った2）。

　女子修道院も同様の役割を果たした。ザクセンでは， ₉世紀に貴族家門

がクヴェトリンブルクのような Frauenstifteを創設し，キリスト教帰依の

自己認識を示すと共に帝国への統合を図った3）。このような貴族家門と女

子修道院の関係は近年急速に解明されつつあるが，12世紀頃までが主な研

究範囲となっている4）。

　この研究の偏りは史料の少なさが一因である。男子修道院に比べると女

子修道院は史料が少なく，特にドイツ北部は神秘主義文書や祈祷書に頼ら

ざるをえない5）。そこで，本稿はまとまった史料が残るマンスフェルト伯

領ヘルフタの聖マリア修道院（以下ヘルフタ修道院）に注目する。 ₂で伯領

にあった10修道院を概観してヘルフタの特徴を把握し， ₃でヘルフタのカ

ルテュレールを詳しく取り上げる6）。これにより，中世盛期から後期にか

けての女子修道院の実態の一端を明らかにしたい。
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1-1．マンスフェルト伯領の歴史と問題点

　マンスフェルト伯領はハルツ山地の近く，現ドイツのザクセン・アンハ

ルト州にあった。「ザクセン」はカール大帝に征服されて神聖ローマ帝国の

一部となったが，この語が指す地域は年代で大きく変わり，Blaschkeが中

世ザクセンの歴史概説書で重視するのはマイセン辺境伯領から現在のポー

ランドにかけてである7）。しかし，マンスフェルト伯領があったのはマク

デブルク大司教，ハルバーシュタット司教，マイセン辺境伯，ザクセン大

公，テューリンゲン方伯らの所領と隣接した地域である。

　一般に，伯領の全盛期はルターやキュリアクス・シュパンゲンベルクら

が活躍した宗教改革以後とされるが，本稿はそれ以前の10～16世紀頃を対

象とする。伯はザクセン最古の家門の ₁つとされ，皇帝に従った ₆世紀頃

のザクセン人征服のサガが初出である8）。11世紀頃に領内で銀山が発見さ

れたことから経済発展が始まり，1045年には皇帝ハインリヒ ₃世が都市ア

イスレーベンに造幣権を与えた。しかし，1229年にHoyer家の伯ブルクハ

ルト ₁世が男性相続人を残さずに死去したため ₂人の娘が所領を分割相続

し，うちゾフィアの夫だったクヴェアフルトのブルクハルトがクヴェアフ

ルト・マンスフェルト家ブルクハルト ₁世としてマンスフェルト伯位を継

承した。このブルクハルトは弟と共同で分割された伯領を購入し，1264年

に伯領を以前の規模で復活させた。しかし再び所領は細分化され，家門内

で争いが生じた。1420年に Vorder, Mittel, Hinterの ₃ 系列に分裂し，宗教

改革期には各系列がカトリックとプロテスタントに分かれ，16世紀半ばに

は実質的な統治権を失ったとされる9）。その後は衰退の傾向を辿り，大部

分がプロイセン王国に組み込まれた。

　伯領の歴史研究は戦争の影響で20世紀に空白が生じており，19世紀の

Größlerが現在まで基本文献となっている。ヘルフタ修道院を中心とする

13世紀の宗教文化を宗教改革の先駆に位置づけるが，同名の院長や修道女
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の混同が見られ，使用には注意が必要である10）。近年の研究には Seidel, 

Jankowskiがあるが，両者とも伯家の複雑な親族関係の整理を主な目的と

し，伯家門の評価は未確立である11）。

　そこで，本稿は家門形成過程ではなく，支配領域にあった修道院との関

係を通して伯を考察する。同様の手法はWiplerとKnapeが論文集で採用し

ている12）。これは，13世紀ヘルフタ修道院からルターと結婚した16世紀の

カタリナ・ボラまでのマンスフェルト伯領に関わるシトー会修道女に注目

し，伯領でのシトー会発展を Sittichenbach修道院とヘルフタ修道院の建造

物や農業，神学など多様な観点から考察する。しかし，本稿の焦点は伯領

におけるヘルフタ修道院の位置づけにあるため，シトー会に限定すること

はない。『マンスフェルト伯領修道院証書集』（以下『証書集』）13）全体を見る

ことで，これまでまとめて論じられることのなかった中世マンスフェルト

伯領の社会・宗教の状況を把握し，その特徴を明らかにしたい。

₂．マンスフェルト伯領における修道院

2-1．『証書集』の成立

　本章は『証書集』に収録された10修道院の歴史と史料を概観し，修道院

と伯の関わりを考察する。ここでは証書集の構成を紹介し，次節で各修道

院を収録順に見る。

　この証書集は1887年にKrühneが刊行し，中世のマンスフェルト伯領と

ハルバーシュタット周辺の修道院に関する重要な史料となっている。カル

テュレールが入るのはヘルフタと Sittichenbachの ₂院であり，それ以外は

Krühneがマクデブルクを中心に各地の文書館を調査し，未刊行のものを含

む証書や年代記，教皇勅令など約740点を収集，抜粋して編纂した。修道院

はアルファベット順にGerbstedt, Hedersleben, Helfta, Holzzelle, Mansfeld, 

Rode, Sittichenbach, Walbeck, Wiederstedt, Wimmelburgと並べられ，各院
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ごとに年代順の番号が振られる。

2-2．各修道院の歴史と史料傾向

　本節は『証書集』に沿って修道院を紹介し，後掲の表 ₁にある史料状況

を確認する。

①Gerbstedt修道院

　ヴェッティン家のマイセン辺境伯 Riedagとその姉妹 Eilsuitが985年頃創

建した女子修道院で，Eilsuitが初代院長となった。初めはアウグスティヌ

ス会則を採用したが，1118年にベネディクト会となった。辺境伯家の女性

を受け入れて伯の墓所となったが，ヴェッティン家の支配が衰えた13世紀

にマンスフェルト伯が保護者となった。12世紀には120名の修道女がおり，

多くは地元の貴族家門出身だった。16世紀に改革を試みたが困窮して聖遺

物を売却，院の質入れをしたが1574年に世俗化された14）。

　『証書集』にあるのは創建証書から1592年まで157件の史料であり，時代

が下るほど件数が増える。インノケンティウス ₂世からボニファティウス

₉世まで，計 ₇人の教皇から保護を獲得した。16世紀が最多なのは，改革

と財政難に関する文書のためである。

②Hedersleben

　1253年にハッケボルンの貴族アルブレヒトとルートヴィヒが創建したシ

トー会女子修道院である。ハルバーシュタットのザンクト・ヤコブ修道院

の娘修道院だが，シトー会への正式の編入はない。修道女が11名と小規模

で，14世紀からは財政が困窮し，改革運動やゲマインデとの係争で1810年

に閉鎖された15）。

　『証書集』にあるのは1212～1503年までの25件である。13，14世紀に多

く，ハルバーシュタット司教やマンスフェルト伯の寄進，または寄進の確

認が見られる。



― 364 ―

③ヘルフタ（Helfta）

　マンスフェルト伯ブルクハルト ₁世と妻エリーザベトが墓所とすべく1229

年に創建したシトー会女子修道院である。13世紀には神秘主義者を輩出し，

富裕でもあった。この時期は60名程度の修道女がいたようで，多くは周辺

の貴族家門出身だった16）。14世紀半ばに焼失してアイスレーベン近郊に移

転した後はノイ・ヘルフタと呼ばれる。1467/₈年にベネディクト会ブルス

フェルト修族に加わり，Wimmelburg修道院の保護下に入った。1525年に

ドイツ農民戦争で焼失後に再建不可能となり，1545年にそのまま閉鎖した17）。

　『証書集』にあるのは1229～1542年までの205件である。各世紀の分布を

見ると，14世紀が最多で，徐々に減少した。14世紀まではマンスフェルト

伯，ハルバーシュタット司教関連が多いが，15世紀はアイスレーベンの都

市参事会や市民が多く見られる。

④Holzzelle

　『証書集』で最も早い877年に創建され，王ルートヴィヒ ₃世から保護を

受けたが，詳しい状況は不明である。ベネディクト会女子修道院であり，

1383年にマンスフェルト伯を守護に選出し，保護下に入った。15世紀末に

ブルスフェルト修族に加わった。1525年に農民の蜂起で破壊され，1535年

に伯が世俗化した18）。

　『証書集』に入るのは877～1534年までの32件の史料で，15世紀が最多で

ある。マクデブルク大司教による新院長選出の承認が多く残り，院長交代

は判明するが，それ以上は不明である。

⑤Mansfeld

　12世紀半ばに成立したベネディクト会男子修道院である。1158年にブラ

ンデンブルク辺境伯アルブレヒト熊公が聖地巡礼の際，修道士を伴ったこ

とから「ヨサファト」と呼ばれるようになった。マンスフェルト伯を守護

とし，14世紀には伯妃の墓所ともなった19）。この修道院については不明な
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点が多いが，Krühneは農民戦争直後に伯が世俗化したとする20）。

　『証書集』に入るのは1042～1516年までの18件である。うち ₉件はシュパ

ンゲンベルクが16世紀に著した年代記の抜粋であり，それ以外は14世紀以

降の売買契約や伯家の死者への年祈祷の誓約を含む。

⑥ Rode

　12世紀後半にクヴェアフルト伯がマクデブルクの聖母マリア修道院から

招聘した修道士のために創建したプレモントレ会男子修道院である。14世

紀にマイセン辺境伯が担保に入れると所有権の移転が増え，16世紀の改革

導入で財の売却が始まり，1567年に伯が修道院自体を売却して閉鎖された21）。

　『証書集』に入るのは1147年以降～1543年まで84件である。13，16世紀に

史料が増加するが，マンスフェルト伯関連のものはない。多くは周辺修道

院と交わした所領の売買契約である。

⑦ Sittichenbach

　ヴァルケンリート修道院保護のもと，Esico von Bornstedeが1141年に創

建したシトー会男子修道院である。近隣で銅が産出されたのに加え，皇帝

や貴族の保護下で寄進により広大な所領を獲得した。13世紀には元ハルバ

ーシュタット司教コンラートを受け入れ，紛争の調停や祭壇の聖別などを

通じ地域社会に影響力をもった。14世紀にハルバーシュタット司教のフェ

ーデに巻き込まれて以降は衰退し，1542年に閉鎖された22）。

　『証書集』に入るのは1141～1541年まで336件で最も多い。元司教コンラ

ートがいた13世紀の件数が突出し，教皇をはじめ聖俗の高位者が見られる。

⑧Walbeck

　992年に創建された，オットー大帝妃アーデルハイトに由来するベネディ

クト会女子修道院である。クヴェトリンブルクと16世紀まで緊密な関係を

保ったようだが，詳細は不明である。長くアルンシュタイン伯が守護だっ

たが，14世紀にマンスフェルト伯に売却した。16世紀に衰退し，同世紀後
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半に閉鎖された23）。

　『証書集』に入るのは992～1525年まで20件である。14世紀が最も多く，

クヴェトリンブルク院長に服従を誓うなど，両者の関係が再確認されてい

た可能性がある24）。

⑨Wiederstedt

　1223年にアルンシュタイン伯が設立した施療院を母体に，伯妃メヒティ

ルトが1250年頃創設したアウグスティヌス隠修参事会女子修道院である25）。

アルンシュタイン，レーゲンシュタイン，ファルケンシュタイン伯らと関

わりが深かったが，1387年にマンスフェルト伯へ売却された。1523年には

16名の修道女がいたが，1550年までに世俗化，売却された。

　『証書集』に入るのは1223～1543年まで87件である。13，14世紀が多く，

その後減少に転じた。多くは世俗諸侯による所領の寄進だが，この院はド

ミニコ会士が多く証人に登場し，司牧面でのつながりをうかがわせる。

⑩Wimmelburg

　創建時期や創建者は不明だが，1121年にハルバーシュタット司教が移転

を布告したベネディクト会修道院である。この移転にはマンスフェルト伯

妃クリスティナが関与し，伯家との関係がうかがえる。代々の伯はハルバ

ーシュタット司教により，この修道院の守護に任命され，祈禱盟約に加わっ

た26）。1491年にブルスフェルト修族に加わったが，1526年に世俗化された27）。

　『証書集』に入るのは1038～1524年まで111件である。12世紀はハルバー

シュタットの教会会議で証人となり，14世紀に伯から寄進を多く受けて史

料数が増加した。

2-3．マンスフェルト伯領修道院について

　本節は『証書集』にある全修道院を概観し，マンスフェルト伯発給の証

書数を算出した表 ₂も参照しつつ，伯と諸修道院の関係を考察する。
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　最初に，『証書集』ではシトー会から転じたヘルフタを含めて半数以上の

₆院がベネディクト会に所属した。この地域における多くの修道院の存在

は指摘されているが，いまだ全容は不明である28）。研究者は時代が下るほ

どシトー会や托鉢修道会など新しい修道会を重視する傾向があり，13世紀

に成立したHedersleben，ヘルフタ，Wiederstedtがいずれも非ベネディク

ト会だったのはグルントマンが指摘したような宗教性の転換を示す可能性

がある。しかし， ₉世紀頃から宗教改革まで多くのベネディクト会修道院

が存続して15世紀にブルスフェルト改革を導入した点は，伯領における多

様な修道会共存の証であり，中世後期にかけての宗教性の評価に再考を迫

るものである。

　次に，表 ₁で史料数の推移を見るとほぼ全てで13世紀に文書数が急増し，

14世紀頃ピークを迎えた。多くの院で農民戦争により史料が失われた点を

考慮する必要があるが，伯領における13，14世紀の活発な経済活動を示す

可能性がある。文書数は15世紀に減少し，16世紀に増加が見られるのは，

修道院改革や財政難で負債返還の延期などを交渉する書面が残ったためで

ある。

　Gerbstedt, ヘルフタ，Sittichenbach, Wimmelburgでは100件以上の史料

が残る。このうち，ヘルフタと Sittichenbachではカルテュレールが現存す

る。Gerbstedt, Wimmelburgで多い理由は不明だが，16世紀に襲撃の記録

がないのは一因であろう。

　表 ₂は，マンスフェルト伯による証書の発給件数と各院の史料に占める

割合である。全体の最高値である67％は15世紀のHederslebenの数値だが，

この数字は史料数の少なさにあると考えられる。また，数値の低い院が伯

と無関係とは一概に言い切れない。例えば，Mansfeldは伯妃の墓所だった

が，『証書集』にあるのは修道院によるミサ執行の誓約であり，伯発給の証

書に含まれない29）。また，Sittichenbachは15，16世紀に伯関連の証書の割
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合が低いが，伯からの保護をザクセン大公らに求める書面から，伯と係争

関係にあったとわかる30）。

　以上の点を考慮しつつ表 ₂から明らかになるのは，マンスフェルト伯が

13世紀から修道院に積極的に関与を始めたことである。多くの修道院で13，

14世紀に数値が上昇したのは，伯が13世紀半ばのHoyer家からクヴェアフ

ルト・マンスフェルト家へと系統が交代し，所領を拡大して，家門が確立

したためと考えられる。Wiederstedtのみは15世紀に増加を始めたが，これ

は14世紀までドミニコ会の保護下にあって伯の支配権と離れていたためだ

ろう。数値から，伯と最も深い関係にあったのはWimmelburgとヘルフタ

と考えられる。両院とも伯家が創建に関わり，Wimmelburgがヘルフタの

係争を調停するなど相互の関わりも認められる31）。15世紀にはブルスフェ

ルト修族という共通点もあり，この伯領ではベネディクト会が存在したの

みならず，伯にとっても重要だったことを示している。このうち，ヘルフ

タ修道院には特定の意図で編纂されたカルテュレールが残るため，次章で

はこの院に注目する。

₃．カルテュレールに見るヘルフタ修道院

3-1．ヘルフタ修道院関連の史料と研究動向

　前章までで，マンスフェルト伯家とヘルフタ修道院の密な交流を指摘し

た。伯との関わりを論じる前に，ヘルフタ修道院に関する先行研究の成果

を確認する必要がある。

　現在判明しているヘルフタ修道院の歴史を改めてまとめる。ヘルフタは

聖母マリアを守護聖人として，1229年にマンスフェルト伯ブルクハルト ₁

世と妻エリーザベトにより伯の居城の隣に創建された。初代院長はハルバ

ーシュタットのクニグンデだった。シトー会所属を称したが正式な編入は

なく，ハルバーシュタット司教の管轄下でドミニコ会士らから霊的指導を
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受けた。1234年にロダースドルフに移転し，1258年に水不足のためヘルフ

タへ移転した。1342年にはハルバーシュタット司教のフェーデに巻き込ま

れ，ブルンズウィックのアルベルトの襲撃で建物が焼失したため，1346年

にマンスフェルト伯ブルクハルト ₇世がアイスレーベン近郊に寄進した土

地に再建された。15世紀にはモラル低下が問題視され，周辺で修道院改革

が進む中1467/ ₈ 年にベネディクト会ブルスフェルト修族へ転じた。1525年

に農民たちの襲撃を受けて焼失し，修道女たちは離散した。最後の院長

Katharina von Watzdorf（1493-1534在任）は伯に再建を願ったが，そのまま

閉鎖された。1992年に「修道院ヘルフタ友の会」が結成されて再建資金を

募り，1999年にシトー会修道院が開設され，現在に至る32）。

　研究者の注目を集めてきたのは ₂代目院長ハッケボルンのゲルトルート

の在任期間（1251～91年）である。ゲルトルートはヘルフタの地に拠点を置

くハッケボルンの貴族家門出身で，一族の他の女性たちも同じ院にいた。

その時期にヘルフタはハッケボルンから大規模な所領の寄進を受けて財政

基盤を築き，写本作成で収入を確保し，古典文学を含む文書館を設けた33）。

このような文化的基盤から神秘主義文学が生まれた。著者はベギンからヘ

ルフタに入ったマクデブルクのメヒティルト（1207～82年），院長ゲルトル

ートの妹であるハッケボルンのメヒティルト（1241～99年），そして中世で

唯一「大」の敬称がつく女性ヘルフタのゲルトルート（1303年没）の ₃人で

ある34）。これらはいずれも，典礼や祈禱中の幻視でキリストやマリア，聖

人，死者たちと邂逅した体験や会話の記録，編纂である。神学としては14

世紀以降に流行したキリスト中心主義，聖心崇敬の先駆に位置づけられる。

また，執筆に際しては上記の ₃人を複数の修道女が補佐したのが明らかで

あり，ジェンダーと知的活動の観点からも注目される35）。

　一方で証書史料への注目は低く，Größlerのみに依拠する時期が長く続

いた。近年はOfeleinがハルバーシュタット司教区にあったシトー会の ₄女
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子修道院（ザンクト・ヤコブ，ヘルフタ，Hedersleben, Adersleben）の証書，年

代記史料の比較から各院の特徴を論じる。それによると，ヘルフタは貴族

家門出身者が多い大規模な修道院で，神秘主義霊性とパトロンである伯へ

の高い依存度が特徴だった。最後の点について，Ofeleinは対象とする ₄院

中ヘルフタのみが宗教改革期に閉鎖されたことを傍証とする36）。伯の信仰

が及ぼした社会的影響についてのこの指摘は一考に値するが，本章での焦

点はヘルフタから見た伯にあり，次節ではこの点を具体的に見ていく。

3-2．ヘルフタ修道院カルテュレール（Codex Helfta）について

　本節では，『証書集』の史料をカルテュレール（Codex Helfta）への収録の

有無で分類し，カルテュレールを再現して構成，証書の内容からヘルフタ

修道院にとってマンスフェルト伯がどのような意味を持っていたかを読み

取る。

　このカルテュレールはマクデブルク州立文書館所蔵の紙製写本で，Codex 

Helftaと呼ばれる。1521年以降に ₁人の人物が作成し，ザクセンやボヘミ

アの教会の記録や年代記など ₆ 作品と合本されたものの第 ₆ 番目となる。

全89葉だが，頁番号から f. 38-46の12葉の欠落が判明している。黒インクで

書かれ，一部ルブリークがある37）。

　『証書集』以前に使用された刊本はMoser, Diplomatische und historische 

Belustigungen第 ₂，₄巻であり，証書が年代順に並べ直されている38）。つま

り，ヘルフタの証書は16世紀にカルテュレールが作成され，18世紀にMoser

がそれを年代順に並べ替えて修道院の歴史を再構築し，そこへ19世紀に

Krühneが他の文書館にあった史料を追加，拡充した。シュパンゲンベル

クの年代記はさらなる証書を含むが，大幅な書き直しのために参照される

ことはない39）。

　ここではKrühneの注を参照し，可能な限り Codex Helftaオリジナルの
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証書配列を再現した。その一覧が表 ₃である。なお以下の記述では，Krühne

による年代順の証書番号を表記する場合は数字にNo.を付与する。これが

ないものはオリジナルの配列での順番を表す。

　全体の構成について，Krühneはハッケボルンによる寄進の一部が年代

順である他は特別な意図を見出していない40）。しかし，表 ₃を見ると年代，

言語の面から f. 401にある52番目の証書（No. ₁ ）を境に大きく ₂部に分け

られる。前半は14～16世紀の証書が多く，俗語とラテン語が混在するのに

対し，後半は全てがラテン語証書で13世紀のものが増える。そこで，各々

を第 ₁部，第 ₂部として順に見る。

　第 ₁部はNo. 169～No. 179まで計51通の証書からなる。最も古いのは1277

年の37 番目（No. 31）で，ハッケボルンが水車小屋をヘルフタに売却した契

約である。一方，最も新しいのは1520年の29番目（No. 183）であり，並び

は時間順ではない。また発給者はマンスフェルト伯，都市アイスレーベン

とその関係者，ヘルフタ修道院が冒頭部に集まっているが，その後

Wimmelburg修道院，ハレ市民，その他騎士階層の人物らが登場する。宛

先は，大半が「全キリスト教徒」である。言語は30番目（No. 171）までが

全て俗語で，51番目まではラテン語と混在するが，俗語の割合が多い。次

に，証書の内容は多岐にわたり，所領や租税（Jahrzins）の譲渡と売却，貸

与，契約の確認，死者の年祈祷などが含まれる。分類は契約内容に応じた

ものではない。そこで，ここではマンスフェルト伯が発給ないし受給した

18通の証書から注目すべき点を ₂つ挙げる。

　第一が，冒頭部に置かれた一連の証書である。 ₁番目（No. 169）で，1503

年にマンスフェルト伯とその一族はヘルフタ修道院に対し，都市アイスレ

ーベンからの収入のうち定額を年 ₂回払う約束をした。 ₂番目（No. 143）で

都市アイスレーベンは伯の指示により，ヘルフタへの支払いを約束した。

この ₂通が表すのは修道院が伯から得る定期収入である。続く ₃，₄番（No. 
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167，168）， ₅，₆ 番（No. 175，176）の証書はそれぞれ同日に伯とヘルフタが

発行し，伯家の修道院における死者への祈禱の確保を契約する。すなわち，

これら ₆通は伯家とヘルフタが年祈禱と寄進を通じて16世紀まで結びつい

ていたと示している。

　第二が，34～36番（No. 97，96，113）にある1340年代の証書である。この

時期ヘルフタは旧修道院が焼失し，伯は新たな土地や財を寄進して再建に

尽力した。この時期の伯ブルクハルト ₇ 世については不明な点が多いが，

現在残る墓碑銘からヘルフタは聖人に準ずる扱いをしていたと判明してい

る41）。第二の創建文書ともいえるNo. 96で，伯は修道院に土地と水車小屋

を寄進し，代わりに荘厳ミサで一族のための祈りと praepositusによる貧者

への施しを求めた42）。前後に同時期の証書がまとめられたのは，ヘルフタ

にとって新時代の到来と見なされたためだろう。

　このように，第 ₁部は16世紀前半のヘルフタが安定した財政状態を保つ

ための証書がまとまっており，伯家の死者のための祈りとその対価が財政

と典礼の両方でもった大きな意味を示唆する。

　第 ₂部に移る。ここには1229年から1351年まで計72通の証書が入る。発

給者はマンスフェルト伯が22通，ハッケボルンが28通である。後者の証書

は13世紀に一族出身のゲルトルートが院長職にあった時期に最も多く，1342

年頃にヘルフタの所領を全て売却した後は修道院との関係が絶えたようで

ある43）。その他にはハルバーシュタット司教やマクデブルク大司教ら高位

聖職者や他修道院，地域の貴族の名もあるが，都市や市民は全くいない。

全証書がラテン語で書かれているだけでなく，定型表現を多用し第 ₁部よ

り短い傾向にある。内容は土地もしくは十分の一税の寄進，譲渡が中心で

金銭の授受はなく，領域支配と関連する。

　第 ₂部冒頭の52番目の証書（No. ₁ ）は創建証書である。そこで伯夫妻は

「我々が寄付した現世での援助を通じ，この世で平安を保てば，［修道女た
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ちは］我々，我らの先祖と子孫たちにかわって聖なる書物に専念し，絶え

ることのない祈禱で神への敬虔への戸を叩くだろう」44）とし，伯家のため

の祈りを目的とした。同様の文言は第 ₂部の他の証書でも繰り返される。

　しかし，第 ₂部の特徴は男子修道院発給の証書にある。ヘルスフェルト

修道院が1274年に発行した61番（No. 25）は，集めた税のうちヘルフタの50マ

ンス分の十分の一税をヘルフタ修道院に支払い，ヘルフタ修道院はその代

価としてロウを奉納する契約を結んでおり，ヘルスフェルト修道院による

徴税の代行が読み取れる。また，徴税は Sittichenbach修道院が1413年に発

給した64番（No. 129）にもあり，村落ヘルフタの十分の一税がSittichenbach

修道院を通じてヘルフタ修道院に払われていたが，自らの権利を全て放棄

しヘルフタ修道院に返還すると布告した。十分の一税の寄進は土地の寄進

と並んで頻出し，修道女は禁域である院から出られないために徴税の代行

は驚くべきことではない45）。しかし，この ₂通の証書はヘルフタが院に近

接する所領の徴税を特定の修道院に委託し，定期的な貨幣や物品の交換を

通じて交流したことを示している。言い換えれば，Sittichenbachによる徴

税権の返還はシトー会ネットワークからの離脱であった。この前年，1412

年にWimmelburg修道院が係争の調停で初めて登場したNo. 128は第 ₁ 部

48番に配されており，ヘルフタを監督する男子修道院の交代が徴税権委託

の証書という形でカルテュレールに書き込まれたのである。

　最後に，全体を通じたマンスフェルト伯の寄進を見る。伯は全33件の寄

進を行ったが，内訳は伯自身による寄進が17件，残りの16件は仲介役で実

質は臣下の騎士らの寄進である46）。伯自身の寄進は創建直後の13世紀と再

建期の14世紀後半に多く，ヘルフタの危機にあって土地や水車小屋などを

譲渡して設備の充実と収入の確保を図った。一方，仲介となるものは13世

紀後半に始まって15世紀初頭まで続いたが，市民が自ら金銭を寄付し始め

ると途絶えた。そして，カルテュレール冒頭のNo. 169，143で見た通り，16
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世紀には伯自身も定期金で寄進を行った。

　ヘルフタ修道院のカルテュレールについてまとめる。本稿はヘルフタ修

道院がマンスフェルト伯をどのように認識していたか知るため，カルテュ

レール本来の配列を再現して検討した。その結果，52番（No. ₁ ）を境とす

る ₂部からなる構成を指摘した。第 ₁部は伯家の寄進とそれに対応する死

者の年祈禱，都市民らによる貨幣の寄進を主に俗語で記録し，第 ₂部は創

設初期の所領形成とその管理をラテン語で記録した。第 ₁部に新しい年代

のものが多く，カルテュレールは作成当時の修道院がもつ権利を確認する

目的があったと考えられる。そこに第 ₂部として重要な証書を加えて，伯

が大規模な土地を寄進して院の発展に寄与し，ヘルスフェルト，

Sittichenbach，Wimmelburg各院とヘルフタが徴税権によりネットワーク

を形成した痕跡を読み取った。 ₄ではこれらの指摘にもとづき，マンスフ

ェルト伯領における修道院と伯の関係，そしてヘルフタ修道院の特徴をま

とめる。

₄．ま と め

　本稿は中世ドイツ，マンスフェルト伯に注目して支配領域にあった修道

院，特にシトー会ヘルフタ修道院（後にベネディクト会）との関わりを論じ

てきた。

　ここで対象としたザクセンでは11～12世紀にかけて貴族の支配体制が転

換し，所領形成と家修道院が重要となった。マンスフェルト伯領は小さか

ったが，鉱山の発見で経済力を蓄え，12世紀以降にこの潮流に乗ったと考

えられる。『証書集』にある伯領内10修道院の証書を分析したところ，ほと

んどで13世紀以降に伯と修道院の交流が以前より緊密になっていた。伯家

の発展は周辺修道院への影響力拡大に現れたのである。

　ヘルフタ修道院のその歴史全体を通じて伯家と強い関わりが確認できた。
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そこで ₃ではヘルフタ修道院のカルテュレールを分析し，修道院の伯に対

する認識を論じた。伯が発給した証書は39件と最多であり，寄進の形態が

13，14世紀は土地，15世紀以降は貨幣に変化しても，ヘルフタで最重要の

パトロンだったのは明らかである。中でも創建直後のブルクハルト ₁ 世，

₂世期と修道院再建期のブルクハルト ₇世期の証書が多い。一方，伯は一

族の死者の魂を救済するために祈禱を求めた。No. 167ではヘルフタを「伯

家の墓所」47）と呼んだ。カルテュレールでミサに詳しい言及がある死者は

No. 175の伯妃Barbaraのみだが，1511年の証書であることから「伯家の故

人」を代表する最も新しい存在として選ばれた可能性がある。

　カルテュレール以外の史料にも同様の認識が見られる。『証書集』No. 148

は，1451年 ₁ 月10日付けでヘルフタ院長だったシュトルベルクのゾフィア

がザンクト・ヤコブ院長あてに自院の来歴を知らせた書簡である。ゾフィ

アは繁栄の理由に創設者，修道女の存在，修道規則，院長，そしてマンス

フェルト伯一族を挙げた。その中で特に名前を挙げて称賛したのは創設者

ブルクハルト ₁世とエリーザベトの夫妻とブルクハルト ₇世であり，ヘル

フタへの埋葬を詳しく描写して紐帯を強調した48）。

　ヘルフタはドイツ北部で宗教的史料が残る唯一の女子修道院であり，そ

の神秘主義霊性は14世紀のドイツ神秘主義の先駆けとして歴史，神学，文

学の研究者の注目を集めてきた。本稿の指摘はその成果を否定するもので

はない。ヘルフタは修道院改革で徴税権の委託先を変更し，シトー会から

ベネディクト会へ転じた。しかし繰り返し指摘した通り，ヘルフタのアイ

デンティティは一貫して創設家門である伯家の死者への年祈禱であり続け

た。本稿で論じたことから，カルテュレールは13世紀に始まった両者の関

係を16世紀の視点から捉え直し，その重要性を再提示したのもといえる。
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35
11

77
₆

₉
12

53
₉

28
44

15
23

₃
45

10
₂

11
80

₀
16

25
16

56
₁

29
₈

₁
23

66
₃

14
₈

計
15
7

25
20
5

32
18

84
33
6

20
86

11
1

U
rk

un
de

nb
uc

h
よ
り
三
浦
が
作
成

表
₂
　
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
発
給
数
（
割
合
，
％
）

世
紀

G
er

bs
te

dt
H

ed
er

sl
eb

en
H

el
fta

H
ol

zz
el

le
M

an
sf

el
d

R
od

e
Si

tti
ch

en
ba

ch
W

al
be

ck
W

ie
de

rs
te

dt
W

im
m

el
bu

rg
₉

₀（
₀％
）

10
₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

11
₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

12
₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

13
₁（
₅％
）

₄（
40
％
）
16（
31
％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₇（
₆％
）

₀（
₀％
）

₁（
₄％
）

₁（
₈％
）

14
₅（
14
％
）

₇（
16
％
）
18（
23
％
）

₂（
33
％
）

₁（
11
％
）

₀（
₀％
）

₃（
₆％
）

₁（
11
％
）

₀（
₀％
）
17（
37
％
）

15
₁（
₄％
）

₂（
67
％
）
12（
27
％
）

₁（
10
％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₂（
13
％
）

₆（
24
％
）

16
10（
18
％
）

₀（
₀％
）

₈（
28
％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₀（
₀％
）

₁（
33
％
）

₃（
21
％
）

₃（
38
％
）

U
rk

un
de

nb
uc

h
よ
り
三
浦
が
作
成
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表
₃
　
ヘ
ル
フ
タ
修
道
院
カ
ル
テ
ュ
レ
ー
ル

Krü
hne

作
成
時

発
行
地

発
行
者

宛
　
先

言
　
語

内
　
容

Co
de

x H
.

₁
16
9
15
03
年
₄
月
23
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
一
族
と
関
係

者
ヘ
ル
フ
タ
修
道
院
俗
語
改
鋳
の
損
害
補
塡
と
し
て
，
ア
イ

ス
レ
ー
ベ
ン
か
ら
ヘ
ル
フ
タ
に
年

₂
回
15
0グ
ル
デ
ン
の
支
払
い

30
3

₂
14
3
14
39
年
₁
月
18
日

都
市
の
守
護

C
la

us
 B

al
ho

rn
，
都

市
参
事
会
の

T
ile

 K
lu

te
rm

an
n，

N
ic

ke
l R

us
t，

H
an

s 
Fu

st
，

H
an

s 
K

an
ne

ng
ys

ze
r，

H
ey

ne
 V

oy
th
，

H
an

s 
D

al
，

H
ei

nr
ic

h 
K

ar
le
，

M
or

itz
 S

iv
er

de
s，
ア
イ
ス
レ
ー
ベ

ン
の
ゲ
マ
イ
ン
デ

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
の
指
示
に
よ

り
，
ヘ
ル
フ
タ
へ
の
毎
年
の
支
払

い
を
約
束

30
7

₃
16
7
14
98
年
₇
月
27
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

Vo
rl

ad
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
親
族
記
念
の
礼
拝
堂
を
ヘ
ル
フ
タ

に
寄
進

31
0

₄
16
8
14
98
年
₇
月
27
日

ヘ
ル
フ
タ
修
道
院

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト

伯
Vo

rl
ad

俗
語
16
7へ
の
同
意

31
2

₅
17
5
15
11
年
₃
月
14
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

E
rn

st
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
妻

B
ar

ba
ra
の
死
後
救
済
の
た
め

に
寄
進

31
4

₆
17
6
15
11
年
₃
月
14
日

ヘ
ル
フ
タ
修
道
院
長

K
at

ha
ri

na
, 

Pr
ae

po
si

tu
s 

B
ar

th
as

ar
 L

an
gs

t
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
17
5の
誓
約

31
6 

f.

₇
16
6
14
98
年
₅
月
13
日

Sc
hw

ar
zb

ur
g
伯

H
ei

nr
ic

h
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
否
認

31
7

₈
15
4
14
63
年
₅
月
22
日
デ
ッ
サ
ウ

G
eo

rg
 F

ür
st

 z
u 

A
nh

al
t

ヘ
ル
フ
タ
修
道
院
俗
語
売
却

32
0 

ff
.

₉
12
7
14
09
年
₄
月
₄
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

G
ün

te
r, 

A
lb

re
ch

t, 
Vo

rl
ad

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
確
認
（

Si
m

on
 H

ol
zh

au
se

rに
よ

る
ヘ
ル
フ
タ
へ
の
財
売
却
）

32
5

10
13
0
14
14
年
₇
月
25
日

ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
市
民

H
an

s 
A

ld
en

be
rg
と
そ
の
妻

K
at

ha
ri

na
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
ザ
ン
ク
ト
・
ヤ
コ
ブ

の
K

el
le

ri
n
と

pr
ae

po
si

tu
s
に

払
っ
て
い
た
租
税
売
却

32
7
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11
12
5
14
05
年
₁
月
27
日

D
an

ie
l K

ut
ze

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語

B
et

hm
an

n 
Fl

as
ch

e
と
ヘ
ル
フ

タ
に
租
税
売
却

32
9

12
13
4
14
22
年
₇
月
₁
日

W
im

m
el

bu
rg
修
道
院
の
人
々

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
市
民

C
la

us
 

Pr
es

sb
au

m
と
妻

M
ar

ga
re

th
e

に
よ
る
ヘ
ル
フ
タ
へ
の
寄
進
確
認
33
0

13
12
2
13
99
年
₂
月
25
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

G
ün

te
r, 

A
lb

re
ch

t, 
Vo

rl
ad

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
租
税
譲
渡

33
2

14
12
4
14
03
年
₅
月
₃
日

G
eb

ha
rd

, G
eb

ha
rd

 T
ha

nn
e

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
租
税
売
却

33
4

15
11
8
13
93
年
₉
月
29
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

G
ün

th
er

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
租
税
譲
渡
（
依
頼
）
33
7

16
12
1
13
95
年
₉
月
₈
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

G
ün

th
er

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
租
税
譲
渡
（
依
頼
）
33
8

17
11
9
13
94
年
₂
月
₂
日

H
en

ni
ng

 T
ro

st
の
息
子

H
ei

nr
ic

h,
 

Ja
n,

 B
us

se
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
租
税
譲
渡

33
9

18
14
1
14
38
年
₈
月
23
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

Vo
rl

ad
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
所
有
を
認
め
る
34
0

19
11
6
13
80
年
10
月
18
日

ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
の

Pr
ep

os
itu

s 
H

ei
nr

ic
h

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
売
却
の
証
人

34
2

20
15
1
14
59
年
₉
月
27
日

ヘ
ル
フ
タ
修
道
院
長

So
ph

ia
, 

M
ar

ga
re

th
a 

B
us

se
 K

el
le

ri
n,

 修
道
院

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語

ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
市
民

H
an

s 
K

el
ne

r
が
ヘ
ル
フ
タ
に
入
る
娘

G
er

tr
ud
の
た
め
に

G
ar

te
n
と

牧
草
地
を
譲
渡

34
3

21
15
3
14
63
年
₂
月
24
日

W
im

m
el

bu
rg
修
道
院
長

N
ic

ol
au

s
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
の
修
道
女
に
租
税
売
却
34
4

22
14
5
14
44
年
₇
月
13
日

ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
市
民

T
hi

zk
o 

Sc
hw

et
yc

z,
妻

E
ls

a
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語

ヘ
ル
フ
タ
の
修
道
女

C
hr

is
tin

a 
G

ot
ze
と
院
長

S
op

h
ie

 
vo

n 
St

ol
be

rg
, 

pr
ep

os
itu

s 
C

on
ra

d 
Sc

ha
rr

en
に
10
グ
ル
デ
ン
の
租

税
売
却

34
5



― 379 ―

 中世マンスフェルト伯領におけるヘルフタ修道院

23
16
4
14
96
年
10
月
₈
日

C
la

us
 K

oc
h,

 H
an

s 
vo

n 
Sc

hr
ap

pl
a

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
の

G
ar

te
n
賃

貸
に
つ
い
て
合
意

34
6

24
15
5
14
74
年
₆
月
₆
日

ハ
レ
の

R
at

hm
an

ne
n,

 
In

nu
ng

sm
ei

st
er

, G
em

ai
nd

e
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
借
用
書
の
扱
い
を
ヘ
ル
フ
タ
に
告

知
35
4

25
15
6
14
74
年
₇
月
₉
日

ハ
レ
市
民

N
ic

ol
au

s 
C

lo
pz

ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
売
却

35
8

26
13
7
14
22
年

ハ
レ
市
民

Pa
ul

, A
ug

us
tin

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語

C
on

ra
d 

vo
n 

H
an

sz
el

a
と
ヘ
ル

フ
タ
の
修
道
女

C
hr

is
tin

e 
vo

n 
H

an
ze

la
に
売
却

36
0

27
13
2
14
17
年
₂
月
11
日

C
ir

ia
cu

s 
H

ed
er

sl
eb

en
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
売
却

36
2

28
13
1
14
17
年
₂
月
10
日

H
an

s 
La

ng
e

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
売
却

36
4

29
18
3
15
20
年
₇
月
26
日

ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
市
民

G
eo

rg
 

W
al

da
u,

 M
ar

ga
re

th
a

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
修
道
院
に
租
税
売
却

（
負
債
返
却
）

36
6

30
17
1
15
06
年
11
月
10
日

ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
市
民

Fr
an

z 
M

eu
s

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
売
却

36
8

31
84
13
30
年
₆
月
24
日

M
eh

ri
ng

en
修
道
院
長

A
lle

xa
nd

er
, E

lis
ab

et
h 

ab
ba

tis
sa

, W
al

bu
rg

is
 p

ro
pr

is
sa
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン

Si
tti

ch
en

ba
ch
修
道
院
長
同
意

で
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
売
却

37
1

32
10
4
13
46
年
₆
月
29
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
建
物
譲
渡

37
1

33
10
6
13
47
年
₃
月
16
日

W
im

m
el

bu
rg
修
道
院
長

H
ei

nr
ic

h
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン

W
im

m
le

lb
ur

g
修
道
院
が
ヘ
ル

フ
タ
に
土
地
の
対
価
を
払
う

37
2

34
97
13
43
年
₈
月
28
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

37
3

35
96
13
43
年
₄
月
22
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
炎
上
後
の
土
地
譲
渡

37
5

36
11
3
13
53
年
₇
月
26
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

A
lb

re
ch

t
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン

B
ur

ch
ar

d
に
よ
る
ヘ
ル
フ
タ
へ

の
寄
進
の
確
認

37
8

37
31
12
77
年
₈
月
15
日
ヘ
ル
フ
タ

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
水
車
小
屋
の
売
却

37
9

38
11
5
13
76
年
₃
月
₃
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

G
eb

ha
rt

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
財
譲
渡

37
9
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39
48
12
95
年
₇
月
13
日

Q
ue

rf
er

tの
G

er
ha

rd
, G

eb
ha

rd
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
土
地
の
譲
渡

38
2

40
51
13
00
年
₆
月
15
日
ヘ
ル
フ
タ

St
tic

he
nb

ac
h
修
道
院
長

Jo
ha

nn
es

, H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
と
騎
士

Jo
ha

nn
 B

ot
te

rb
er

g
の
調
停

38
3

41
61
13
07
年
₇
月
31
日

Q
ue

rf
er

tの
G

eb
ha

rd
, G

eb
ha

rd
, 

B
ru

no
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
牧
草
地
を
譲
渡

38
3

42
72
13
14
年
₇
月
₁
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

38
4

43
72
13
13
年

ヘ
ル
フ
タ
修
道
院
（

Pr
ae

po
si

tu
s 

C
on

ra
d,

 院
長

So
ph

ia
）

H
ei

nr
ic

h 
vo

n 
K

le
in

-E
is

le
be

n
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
が
土
地
貸
与

38
5

44
70
13
13
年

ヘ
ル
フ
タ
修
道
院
（

Pr
ae

po
si

tu
s 

C
on

ra
d,

 院
長

So
ph

ia
）

G
eb

ha
rd

 
Ta

m
m

e
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
が
土
地
貸
与

38
6

45
12
0
13
95
年
₅
月
₁
日

ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
の
都
市
参
事
会
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
家
畜
の
放
牧
地
譲
渡

に
対
す
る
補
償

38
8

46
11
7
13
83
年
₆
月
₅
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
us

se
, 

G
ün

te
r, 

G
eb

ha
rd

, A
lb

re
ch

t, 
Vo

rl
ad

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
牧
草
地
と
土
地
譲
渡
38
9

47
12
6
14
07
年
₉
月
15
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

G
ün

te
r, 

A
lb

re
ch

t, 
Vo

rl
ad

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
に
ブ
ド
ウ
畑
売
却

39
2

48
12
8
14
12
年
₈
月
16
日

W
im

m
el

bu
rg
修
道
院
長

E
rh

ar
d,

 
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
修
道
院

pr
io

r 
Pe

tr
us

, ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
の
ザ
ン

ク
ト
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
，
ザ
ン
ク

ト
・
ペ
ー
タ
ー
の
教
区
司
祭

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
と
ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
の

カ
タ
リ
ナ
施
療
院
間
の
紛
争
調
停
39
4

49
14
0
14
35
年
₈
月
10
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

Vo
rl

ad
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
ヘ
ル
フ
タ
と
カ
タ
リ
ナ
施
療
院
の

紛
争
調
停
。
徴
税
権
は
ヘ
ル
フ
タ

に
帰
属

39
5 

ff
.
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50
13
8
14
29
年
₄
月
25
日

D
ie

tr
ic

h 
M

ül
le

r，
妻

E
ls

e，
息
子

C
la

us
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
俗
語
祈
禱
の
代
わ
り
に
ヘ
ル
フ
タ
に
寄

進
39
8

51
17
9
15
15
年
₁
月
31
日

ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
施
療
院
代
表

A
lb

re
ch

t S
ch

ne
id

er
，

G
eo

rg
 

W
al

da
uu

ヘ
ル
フ
タ
修
道
院
俗
語
地
代
と
し
て
ロ
ウ
奉
納
の
約
束

39
8

52
₁
12
29
年

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
創
建
証
書

40
1

53
₂
12
30
年

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
妃

E
lis

ab
et

h
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン

B
ur

ch
ar

d
死
後
の
寄
進

40
2/
40
5

54
10
12
67
年
₁
月
15
日
ヘ
ル
ス
フ

ェ
ル
ト

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
大
修
道
院
長
に

ヘ
ル
フ
タ
の
土
地
を
寄
進

40
6

55
11
12
67
年
₁
月
15
日
ヘ
ル
ス
フ

ェ
ル
ト

ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
大
修
道
院
長

H
ei

nr
ic

h，
司
祭

D
itm

ar
us

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
か
ら
ヘ
ル
フ
タ

に
土
地
を
譲
渡

40
7

56
13
12
67
年
₂
月
10
日
マ
ン
ス
フ

ェ
ル
ト
城
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
へ
の
土
地
売
却

40
8

57
14
12
67
年
₂
月
10
日
マ
ン
ス
フ

ェ
ル
ト
城
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
へ
の
土
地
売
却

40
8

58
15
12
67
年
₅
月
₁
日

（
?）

ヘ
ル
フ
タ
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
へ
の
土
地
売
却

40
9

59
16
12
67
年
₅
月
₁
日

（
?）

B
ur

ch
ar

du
s 

de
 S

ch
ra

pe
lo（
マ
ン

ス
フ
ェ
ル
ト
伯
の
兄
弟
）

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
売
却
さ
れ
た
土
地
へ

の
権
利
放
棄

41
0

60
24
12
73
年
₅
月
₁
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
十
分
の
一
税
の
売
却

41
1

61
25
12
74
年
₂
月
28
日
ヘ
ル
ス
フ

ェ
ル
ト

ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
修
道
院
（
院
長

H
ei

nr
ic

h,
 d

ec
an

us
 H

ei
nr

ic
h,

 
m

aj
or

 p
ra

ep
os

itu
s 

Lu
dw

ig
）

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
税
収
の
一
部
を
譲

渡
。
そ
の
対
価

41
1

62
26
12
74
年
11
月
12
日
ヘ
ル
フ
タ
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

G
eb

ha
rd

, 
B

ur
ch

ar
d

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
先
代
伯

B
ur

ch
ar

d
に
よ
る
寄
進

の
確
認

41
2
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63
39
12
88
年
₃
月
12
日
マ
ン
ス
フ

ェ
ル
ト
城
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
徴
税
権
の
譲
渡

41
3

64
12
9
14
13
年
₈
月
₅
日

Si
tti

ch
en

ba
ch
修
道
院

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
徴
税
権
を
回
復

41
4

65
₃

ca
. 1
25
5年

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン

A
lb

er
tu

s,
 

L
ud

ew
ic

us
 

de
 

H
ak

eb
or

n
に
よ
る
寄
進

41
7

66
30
12
76
年
11
月
29
日
ヘ
ル
フ
タ

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
寄
進
の
確
認

41
7

67
34
12
80
年
11
月

B
ur

g 
H

el
fta

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
修
道
院
に
土
地
を
譲
渡

41
7

68
35
12
87
年
₇
月
₄
日
ヘ
ル
フ
タ

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
修
道
院
に
水
車
小
屋
と
土
地
を
売

却
41
8

69
49
12
96
年
₃
月
28
日
ヘ
ル
フ
タ

H
ak

eb
or

n
の
大

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig

, 小
A

lb
re

ch
t

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
土
地
の
譲
渡

41
9

70
36
12
87
年
11
月
30
日
ヘ
ル
フ
タ

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig

, 
A

lb
re

ch
t（
若
）

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
修
道
院
に
土
地
を
売
却
と
寄
進

41
9

71
53
13
01
年
₆
月
26
日

H
ak

eb
or

n
の
大

A
lb

re
ch

t, 
小

A
lb

re
ch

t
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
土
地
の
譲
渡

42
1

72
54
13
01
年
₉
月
24
日
ヘ
ル
フ
タ
ヘ
ル
フ
タ
修
道
院
（

Pr
ae

po
si

tu
s 

C
on

ra
d,

 院
長

So
ph

ia
）

書
簡
を
読
む
人
々

に
ラ
テ
ン
守
護

C
on

ra
d
に
よ
る
土
地
購
入

確
認

42
2

73
58
13
05
年
₄
月
20
日
ヘ
ル
フ
タ

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
関
す
る
権
利
の
放
棄
42
2

74
60
13
06
年

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

42
3

75
64
13
09
年
₇
月
₆
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
へ
の
要
求
権
放
棄
と
保

護
の
義
務
の
確
認

42
4

76
73
13
14
年
₉
月
₉
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
贈
与

42
4

77
82
13
23
年
12
月
27
日
ヘ
ル
フ
タ

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
売
却

42
5

78
83
13
27
年
₄
月
14
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

42
5

79
86
13
33
年
₉
月
19
日

H
ak

eb
or

n
の
小

A
lb

re
ch

t
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

42
6



― 383 ―

 中世マンスフェルト伯領におけるヘルフタ修道院

80
87
13
33
年
₅
月
25
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

42
6

81
89
13
38
年
₃
月
22
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

42
7

82
90
13
38
年
₄
月
₄
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

42
7

83
91
13
39
年
₂
月
14
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

42
8

84
92
13
39
年
₂
月
16
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

42
8

85
94
13
40
年
₉
月
20
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

42
9

86
95
13
42
年
₈
月
25
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

42
9

87
98
13
43
年
10
月
31
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
売
却

43
0

88
99
13
44
年
₁
月
13
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
土
地
譲
渡

43
0

89
10
0
13
45
年
₆
月
24
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig

, 
B

ur
g 

H
el

fta
の
諸
侯

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
売
却

43
1

90
10
1
13
46
年
₁
月
₅
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
財
譲
渡

43
1

91
₅
12
62
年
₂
月
₇
日
マ
ク
デ
ブ

ル
ク

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教

R
up

re
ch

t
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
修
道
院
が
立
っ
て
い
る
土
地
を
修

道
院
に
譲
渡

43
2

92
10
3
13
46
年
₂
月
10
日

H
ak

eb
or

n
の

A
lb

re
ch

t, 
Lu

dw
ig
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
牧
草
地
を
譲
渡

43
2

93
21
12
72
年
₄
月
₆
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
へ
の
土
地
譲
渡

43
4

94
22
12
72
年
₈
月
₁
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
財
の
保
証

43
4

95
27
12
74
年

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

G
eb

ha
rd

, 
B

ur
ch

ar
d

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
寄
進
の
確
認

43
5

96
29
12
76
年
₆
月
16
日
ナ
ウ
ム
ブ

ル
ク

ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
司
教

M
ey

ne
ru

s
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
財
の
確
認

43
6

97
37
12
88
年
₁
月
25
日
マ
ン
ス
フ

ェ
ル
ト
城
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
の
守
護
保
証
（
代
替
わ

り
後
？
）

43
8

98
38
12
88
年
₁
月
25
日

Sc
hr

ap
la

u
Sc

hr
ap

la
u
の

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
の
支
配
権
の
保
証

43
8

99
40
12
89
年

A
rn

st
ei

n
の

W
al

te
r 

H
er

r
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
土
地
の
譲
渡

43
9
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10
0
43
12
91
年
₅
月
12
日
ハ
レ

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教

E
ri

ch
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
土
地
の
譲
渡

43
9

10
1
44
12
91
年
₆
月
11
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
土
地
の
譲
渡

44
0

10
2
45
12
92
年
₇
月
13
日
マ
ク
デ
ブ

ル
ク

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教

E
ri

ch
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
土
地
の
譲
渡

44
1

10
3
56
13
05
年
₂
月
₁
日

Fa
lk

en
te

in
伯

O
tto

, V
ol

ra
d

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
売
却

44
3

10
4
59
13
05
年
₄
月
29
日
マ
ン
ス
フ

ェ
ル
ト

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

44
3

10
5
62
13
07
年

H
et

ts
te

dt
Fa

lk
en

te
in
伯

O
tto

, V
ol

ra
d

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

44
4

10
6
63
13
08
年
₂
月
22
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

44
5

10
7
65
13
10
年
₃
月
14
日

ヘ
ル
フ
タ
修
道
院
（

Pr
ae

po
si

tu
s 

C
on

ra
d,

 院
長

So
ph

ia
）

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
司
祭

H
ei

nr
ic

h
が
ヘ
ル
フ
タ
か
ら

土
地
を
貸
与
（
生
存
の
間
）

44
6

10
8
67
13
13
年
₂
月
₁
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
贈
与

44
6

10
9
68
13
13
年
₄
月
23
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

G
un

th
er

us
?
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
贈
与

44
7

11
0
69
13
13
年

ヘ
ル
フ
タ
修
道
院
（

Pr
ae

po
si

tu
s 

C
on

ra
d，
院
長

So
ph

ia
）

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン

H
ey

nr
ic

us
 S

ch
el

e
に
よ
る
所
領

の
寄
進
と
修
道
院
に
よ
る
金
銭
提
供
44
7

11
1
74
13
15
年
₄
月
13
日

Q
ue

rf
er

tの
G

er
ha

rd
, B

ru
no

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

44
8

11
2
76
13
16
年
11
月
28
日

Q
ue

rf
er

tの
G

er
ha

rd
, B

ru
no
兄

弟
と
息
子
の

G
eb

ha
rd

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

44
9

11
3
85
13
30
年
11
月
₈
日

ad
vo

ca
tu

s（
Vo

gt
） 

H
er

m
an

n,
 

W
er

ne
r

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
贈
与

44
9

11
4
88
13
33
年
10
月
21
日

A
sc

he
rs

le
be

n
の

T
yd

er
ic

us
 

pr
ep

os
itu

s,
 E

liz
ab

et
h 

ab
ba

tis
sa
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン

A
sc

he
rs

le
be

n
修
道
院
が
ヘ
ル

フ
タ
に
土
地
売
却

45
0

11
5
10
2
13
46
年
₁
月
25
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯
家
の

B
ur

ch
ar

d,
 S

ie
gf

ri
ed

, O
tto

全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に

Vo
lk

st
ed

tの
財
譲

渡
45
0

11
6
11
1
13
51
年
₂
月
22
日

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伯

B
ur

ch
ar

d
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
ラ
テ
ン
ヘ
ル
フ
タ
に
土
地
譲
渡

45
1
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